
「アジア」の発明—19 世紀におけるリージョンの生成 

 

三谷 博（跡見学園女子大学） 

 

【発表要旨】 

 

19 世紀は、今日、「東アジア」と呼ばれる地域にあった国々が、ヨーロッパが主導するグローバル化の波

に飲み込まれ、それを機に互いの関係を再組織した時代であった。「アジア」という言葉は元来、ヨーロ

ッパ人がその居住地域の東に拡がる広漠たる空間を指して用いていた言葉であった。この講演は、それ

がいかにして中身のある地域概念に変わったのかをスケッチする。外部との差別を強調し、さらに何ら

かの共通性、内部連関、さらには連帯性を指す言葉として用いられるようになった過程を紹介し、今回の

会議のテーマ群、西洋の知の影響、ナショナリズム、および国境を越える移動を考える素地としたい。 
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